
市町による富士山静岡空港利活用促進策 

 

市町名－№ 浜松市－No.１  

事業名 

浜松商工会議所金属機械商業部会 

札幌商工会議所とのビジネスマッチングツアー 

【主催：浜松商工会議所】 

事業期間 平成 22 年 7 月 16 日～17 日 事業費 860 千円

事業目的 当地域の金属機械商業を行う事業者にて、富士山静岡空港就航先である札

幌市へ視察を行い、主に札幌商工会議所役員との意見交換を通じビジネス

マッチングを図る。 

事業概要 浜松商工会議所の金属機械商業部会にて視察団を結成し、札幌市の官公庁

及び商工会議所を視察しビジネスマッチングを図り、逆に当地域のＰＲを

行う。（浜松市後援事業） 

 

◎札幌市役所 観光文化局 

 浜松市と札幌市が締結した「音楽文化都市交流宣言」を基に、文化交流

から経済交流に広げていく施策ができるよう、観光文化局長及び文化部長

と意見交換を行う。 

 

◎札幌商工会議所 産業資材部会 

 札幌商工会議所役員（副会頭・部会長等）との意見交換会を実施し、両

地域の特色や産業形態、今後の事業方針等について意見交換を行う。 

 

◎サッポロシティジャズ 2010 

 浜松市でも開催されているシティジャズの運営方法やＰＲ方法などを学

ぶ。 

 

協議会との

連携 
富士山静岡空港利活用促進地域連携事業 286 千円

担当部署 浜松商工会議所 担当者名 伊藤浩嗣 

電話番号 053-452-1115 ＦＡＸ 053-452-6685 

E-mail hirotsugu@hamamatsu-cci.or.jp 

 

 



市町による富士山静岡空港利活用促進策 

 

市町名－№ 浜松市－No.２  

事業名 
「ふじのくに 3776 友好訪中団(第 3団)」への参加 

及び蘇州・寒山寺との友好交流事業 

事業期間 平成22年 10月 11日～15日 事業費 
2,971 千円 

（うち市費 525 千円）

事業目的 静岡県知事が参加する『ふじのくに 3776 友好訪中団（第 3 団）』に、浜松市訪中

団として参加し、静岡県と浙江省との交流促進の一役を担う。 

浙江省との交流の他、平成 18 年 9 月 5日に締結した中国の有名寺院「蘇州・寒山

寺」と「舘山寺（西区舘山寺町）」との友好協定をより強固なものにし、今後の本

市との交流を活発化するため、蘇州市幹部や寒山寺関係者らを表敬訪問する。 

さらには、今後の中国からの誘客を促進するため、日本への旅行商品を造成する

中国国内の旅行社に対しトップセールスも行う。 

事業概要 浜松市訪中団 18 名 
《内訳》  浜松市：3名（市長、随行、担当） 
     浜名湖かんざんじ温泉観光協会：12 名 
     書道関係者：3名（蘇州・寒山寺関係） 
《渡航日程》 

10 月 11 日（月・祝） 出国／富士山静岡空港発 

10 月 12 日（火） 静岡県・浙江省交流都市首脳会談 
浙江省主催歓迎宴 

10 月 13 日（水） 江蘇省蘇州市表敬訪問 
寒山寺訪問、 
旅遊局、現地旅行会社訪問 

10 月 14 日（木） 上海万博日本産業間視察 
※日本産業館入口待機所の「百面劇場」で

放映している静岡県 PR 映像には、浜松市
から、産業、観光、食材等の映像素材を
提供。 

解団式 
県知事との意見交換会 

10 月 15 日（金） 帰国／富士山静岡空港着 

※日程については、浙江省との調整等、様々な事情により変更の可能性有

担当部署 
浜松市広聴広報課 

シティプロモーショングループ 
担当者名 鈴木 久仁厚 

電話番号 053-457-2293 ＦＡＸ 053-457-2028 

E-mail cp@city.hamamatsu.shizuoka.jp   

 

 

mailto:cp@city.hamamatsu.shizuoka.jp


市町による富士山静岡空港利活用促進策 

 

市町名－№ 浜松市－No.３  

事業名 
韓国からの教育旅行視察受け入れ事業 

【主催：(財)浜松観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ ほか】 

事業期間 平成 22 年 6 月 15 日～18 日 事業費 1,350 千円

事業目的 富士山静岡空港の開港をきっかけとして、今後韓国から本県へ

の教育旅行の受け入れ数を増加させていくことを目的として、教

育旅行の旅行先の決定に影響力を持つ学校関係者（各校の校長中

心）の視察を受け入れる。 

事業概要 富士山観光交流ビューローが中心となり、浜松観光コンベンショ

ンビューロー、静岡観光コンベンション協会と連携し、学校関係

者に教育旅行での訪問候補地を視察していただく。 

 

・ 参加者 

韓国・ソウル市内を中心とする小学校から高校までの校長、

教育機関関係者等 11 名 

 

・ 主な訪問先 

（浜松）龍潭寺、竜ヶ岩洞、奥山高原 
 

 

担当部署 
(財)浜松観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ

ﾋﾞｭｰﾛｰ 
担当者名 観光担当部長 青山 

電話番号 053-458-0011 ＦＡＸ 053-458-0013 

E-mail k_aoyama@hamacon.net 

 

 



 

市町による富士山静岡空港利活用促進策 

 

市町名－№ 浜松市－No.４  

事業名 
国内就航地札幌ＰＲ事業 

【主催：静岡県西部地域富士山静岡空港利活用促進協議会】 

事業期間 平成22年 10月 18日～20日 事業費  200 千円

事業目的 国内の定期就航便の就航地であり、東北以北の最大都市である札

幌からの誘客を目指してＰＲ活動を実施。 

事業概要 主要現地旅行社５社、商工会議所を訪問し、浜松地域の情報提供

及び現地のニーズ調査を行う。 

ＰＲの主な内容としては、北海道と静岡県の気候の違いをいかし

て「冬でもプレー可能なゴルフ場」「ふぐ、みかんなどの冬のグ

ルメ」をＰＲする。 

担当部署 
静岡県西部地域富士山静岡

空港利活用促進協議会 
担当者名

浜松商工会議所商業観光課

小田木 

電話番号 053-452-1114 ＦＡＸ 053-452-6650 

E-mail odagi@hamamatsu-cci.or.jp 

 

 



札幌をターゲットとした国内ＰＲ活動企画書 
 

就航都市の中では大都市で商圏も大きく、浜松と大きく気候が異なることを利点ととらえて札幌を 
ターゲットとしてプロモーション活動を実施し、インバウンド振興を図る。 

 
札幌市：就航地としては最大の都市であり交流人口の拡大を通じた経済波及効果が期待できるとともに、

北海道と浜松の気候が大きく異なることを売りとして「冬でも温暖な浜松」を前面に打ち出し、

観光地、産業観光施設、グルメ他についてプロモーション活動を展開する。 
人 口：1,891,494 人（全国４番目） 

 札幌定期便搭乗率（Ｈ２１．６月～Ｈ２２．５月）： 
     ７２．０％（ＪＡＬ／ＦＤＡ ７９．６％・ＡＮＡ６３．９％） 
     ※福岡便６６．６％、小松便４４．４％ 
 

札幌市内でＰＲ活動を実施 

 時 期：１０月１８日（月）～２０日（水） 
 内 容：主要旅行社、商工会議所を訪問し誘客につなげるための情報効果を行う。 
 参加者：＜浜松観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ＞コンベンション部長 村松志男  
     ＜浜松市＞観光交流課 鈴木菜津美  
     ＜浜松商工会議所＞産業政策部商業観光課 古田直也 
  
①【ＡＮＡセールス】１０：００～１０：３０ 

飯森 勝彦（札幌支店 販売部リーダー） ・笹浪 苗（札幌支店 販売部マネジャー）

長尾 透（札幌支店 販売部） 
  住所：中央区北四条西４－１伊藤ビル３階 
  電話：０１１－２０４－８７８０ 

②【㈱ＪＴＢ北海道】１１：００～１１：３０  

法人営業札幌支店・国内商品事業部野浪国内商品事業部長・販売課（合同にて） 

 住所：中央区北一条西６－１－２アーバンネット札幌ビル８階 

 電話：０１１－２８１－２１７１ 
③【名鉄観光サービス㈱】１３：００～１３：３０  

 北海道営業本部北海道仕入センター 清水（シミズ）氏 
  住所：中央区北三条西３－１－２５北三条ビル内  

電話：０１１－２０５－５２２２ 
④【㈱農協観光】１４：００～１４：３０ 

 北海道販売企画センター 相原（アイハラ）氏 
  住所：中央区北四条西１－１共済ビル５階 
  電話：０１１－２３１－７６９０ 
⑤【㈱道新観光】１５：００～１５：３０ 

 営業担当 小原（オバラ）氏 
  住所：中央区大通西３－６道新ビル１階 
  電話：０１１－２４１－６４７７ 
⑥【札幌商工会議所】１６：００～１６：３０ 

 観光課 吉川（ヨシカワ）課長・横山（ヨコヤマ）氏 
  住所：中央区北１条西２ 
  電話：０１１－２３１－１３６９ 
グレースリーホテル 泊 

 


